
 

 

 

 

 

 

  β―Ｐｏｌｙｐｒｏｐｙｌｅｎｅの考察 
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概要 

 文献によると、β―ｐｏｌｙｐｒｏｐｙｌｅｎｅは 

 

 

と 

  

 の２種類が扱われている。 

 ｃ／ａ＝２．９２３ とｃ／ａ＝１．６９３ 

 である。 

 １９ｘ１９ｘ６．５の場合 

 α晶 （１１０）と（０４０）の間で（０４０）の肩部部分にβ晶（３００）が存在と 

 

 １１．０１ｘ１１．０１ｘ６．５場合、β晶は（１１０）とされている。 

 

 ［３００］と［１１０］では方位が３０度のずれであり、極点図も３０度の回転で表現される。  

 しかし、ｃ軸方向を含む極点図では極点図のα方向にずれが生じるため、 

 同一方位でも、生成される極点図は異なる。 

 

 １１．０１ｘ１１．０１ｘ６．５場合 

 （１１０）の２θ＝１６．０８７ 

 （１１１）の２θ＝２１．１３１ 

   しかしｔｒｉｇｏｎａｌの場合、｛１１１｝は存在しない (存在条件 -H+K+L=3n) 

  ｒｈｏｍｂｏｈｅｄｅｒａｌはα＝β＝γ≒９０でｔｒｉｇｏｎａｌの特例 

以下では、ｒｈｏｍｂｏｈｅｄｅｒａｌではなくＨｅｘａｇｏｎａｌとして扱う場合で検討を行う 

 １９ｘ１９ｘ６．５の場合、上記２θと同一角度の指数は 

 （３００）の２θ＝１６．１４１ 

 （３０１）の２θ＝２１．１７７ 

 

 上記関係を 

 ＴＤ－ｓｐｉｌｔの（０１－１３）［２－１－１０］で確認を行う。 

 確認するソフトウエアは、ｓｔｅｒｅｏＧＰソフトウエアを用いる 



Ｈｒｘａｇｏｎａｌのステレオ投影図の描画が行える。 

   

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ｃ／ａ＝２．９２３のステレオ投影図 

 

 

ｃ／ａ＝１．６９３のステレオ投影図 

 



ｃ／ａ＝２．９２３β晶（３００）とｃ／ａ＝１．６９３β晶は（１１０）の比較 

 

   

 ３０度回転しα方向のずれる。 

 

ｃ／ａ＝２．９２３β晶（３０１）とｃ／ａ＝１．６９３β晶は（１１１）の比較 

  

  

 

 同一方位｛ｈｋｌ｝＜ｕｖｗ＞でも 

 ｃ／ａが異なれば、同一２θ角度の出現する極点図は異なります。 

 

 


